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手掌部に発生した稀なextraskeletal osteochondrmaの1例
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手掌部に発生した稀なextraskeletal osteochondromaを経験したので報告する。
[症例]　61歳、女性。

3年前より左手掌の腫瘤に気付いたが疼痛なく放置していた。腫瘤が徐々に増大し左中・環指の屈曲制限が生じてきたため当科を受診した。左環指中手骨の掌側に2cm大の硬く可動性のない腫瘤を認め、中・環指完全屈曲は不能であった。単純X線像で第3-4中手骨間に31×20mmの石灰化、単純MRIでT1、T2共に不均一な低信号を示す環指FDPに沿った腫瘤影、単純CTで第4中手骨の掌側に27×20mmの粗大石灰化腫瘤を認め、腱鞘巨細胞種、滑膜性軟骨腫症、慢性滑膜炎が疑われた。初診後2か月目に腫瘍摘出術を施行した。腫瘍は石灰化を伴い硬く、中・環指FDPを巻き込み腱鞘滑膜の増生も認めた。摘出した腫瘍は35×30×25mmであり病理検査の結果はextraskeletal osteochondroma であった。術後7か月の時点で中指環指の完全屈曲可能であり腫瘍の再発は認めていない。

